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T19b 衝突銀河団のN体+電磁流体シミュレーション
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ファラデー回転の観測やシンクロトロン非熱的電波ハロー（あるいはレリック）の存在から、銀河団ガス (ICM)
中には µ G 程度の乱れた磁場が存在していることが知られている。この磁場のエネルギー密度はガスの熱エネル
ギー密度に比べると数%程度であることから、一見するとさほど重要な役割を果たしていないかのように思える
かもしれない。しかしながら、電波ローブとの相互作用領域やサブストラクチャー周囲の境界面などでは、境界
面に平行な磁場成分が流体力学的不安定性や熱伝導の抑制に重要な役割を果たしているかもしれない。また、磁
気乱流の構造や衝撃波近傍での磁場構造は粒子加速にたいして重大な影響を及ぼすであろう。
銀河団の衝突は銀河団ガスの磁場構造に大きな影響をあたえると考えられている。例えば、サブストラクチャー
の運動に伴うバウショックや接触不連続面周辺での磁場構造の変化や、乱流によるダイナモでの磁場増幅などで
ある。
我々は上記のような問題を解明するために、衝突銀河団のN体+電磁流体シミュレーションに取組始めた。初
期磁場構造としてはパワースペクトルがパワーローのランダムな磁場を密度の冪乗でスケールしたものを用いた。
その結果、以下の様なことが判明した。衝突の初期に二つのサブストラクチャー間に生じる高温領域での磁場は
銀河団中心部に比較するとさほど強くはない。また、小銀河団起源のガスの運動によって磁場に囲まれた低温の
領域があらわれることも判明した。さらには今回のシミュレーションで得られたような特徴的な磁場構造がファ
ラデー回転の観測などでどれくらい明らかにできるかも議論したい。


